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(57)【要約】
本発明は、データトラフィックのブリッジングを行う方
法とノードに関する。そのため、アクセスノード上で、
第１ユーザドメインから受信し、第２ユーザドメインを
宛先とするデータトラフィックに関して、アクセスノー
ドは受信したデータに対応するサービスバインディング
を識別する。その後アクセスノードは、識別されたサー
ビスバインディングに従って、アクセスエッジノードに
アドレス指定されたユニキャストメッセージ中のデータ
トラフィックをトンネリングする。トンネリングされた
データトラフィックは、その後アクセスエッジノードに
転送される。アクセスエッジノードは、トンネリングさ
れたデータトラフィックを受信し、受信したトンネリン
グされたデータトラフィックに対応するサービスバイン
ディングを識別する。アクセスエッジノードは、その後
続けて、データトラフィックの中で識別されたサービス
バインディングに従って、第２アクセスノードにトンネ
リングされたデータトラフィックをリダイレクトする。
リダイレクトされたトンネリングされたデータトラフィ
ックは、第２アクセスノードで受信され、デトンネリン
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスドメイン上でのデータトラフィックのブリッジング処理に関する方法であり、
前記方法は、
　　第１アクセスノード上で第１ユーザドメインからデータトラフィックを受信し、この
とき前記データトラフィックは第２ユーザドメインを宛先としているステップと、
　　前記第１アクセスノード内で、受信された前記データトラフィックに対応するサービ
スバインディングを識別するステップと、
　　識別された前記サービスバインディングに従って、アクセスエッジノードにアドレス
指定された、ユニキャストメッセージ内の前記データトラフィックをトンネリングするス
テップと、
　　トンネリングされた前記データトラフィックを前記アクセスエッジノードに転送する
ステップと、
　　トンネリングされた前記データトラフィックを前記アクセスエッジノードで受信する
ステップと、
　　前記アクセスエッジノードで、受信されたトンネリングされた前記データトラフィッ
クに対応する前記サービスバインディングを識別するステップと、
　　識別された前記サービスバインディングに従い、前記アクセスエッジノードで受信さ
れたトンネリングされた前記データトラフィックを第２アクセスノードにリダイレクトす
るステップと、
　　リダイレクトされた、トンネリングされた前記データトラフィックを前記第２アクセ
スノードで受信するステップと、
　　デトンネリングされた前記データトラフィックを、前記第２アクセスノードから前記
第２ユーザドメインへ転送するステップと
から構成されていることを特徴とする、
アクセスドメイン上でのデータトラフィックのブリッジング処理に関する方法。
【請求項２】
　受信された前記データトラフィックが別のユニキャストメッセージに含まれていること
を特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サービスバインディングが、
前記アクセスドメイン上で、アクセスノードと前記アクセスエッジノードとの間のデータ
トラフィックを管理するという方法で、
第１ユーザドメインおよび第２ユーザドメインに接続を提供する前記アクセスノードと前
記アクセスエッジノードをコミットすることによって、
前記第１ユーザドメインと前記第２ユーザドメインとの間のデータトラフィックを規定す
る
ことを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１アクセスノード上の前記サービスバインディングが、ユーザドメイン入出力ユ
ニットにおける入力ポート識別と、第１仮想アクセスエッジノードＭＡＣアドレスを含み
、
　前記第２アクセスノード上の前記サービスバインディングが、ユーザドメイン入出力ユ
ニットにおける出力ポート識別と、第２仮想アクセスエッジノードＭＡＣアドレスを含み
、
　前記アクセスエッジノードにおける前記サービスバインディングが、第１アクセスノー
ドＭＡＣアドレス、前記第１仮想アクセスエッジノードＭＡＣアドレス、前記第２仮想ア
クセスエッジノードＭＡＣアドレス、前記アクセスエッジノードにおける入力ポート識別
、および前記アクセスエッジノードにおける出力ポート識別を含む
ことを特徴とする、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　識別された前記サービスバインディングに従って、前記アクセスエッジノードにアドレ
ス指定された、前記ユニキャストメッセージ内の前記データトラフィックをトンネリング
するステップが、
　　前記ユニキャストメッセージのユーザデータ部分に、前記データトラフィックを書き
込むステップと、
　　前記ユニキャストメッセージの目的アドレスに、前記アクセスエッジノードのＭＡＣ
アドレスを割り当てるステップと
　　前記ユニキャストメッセージのソースアドレスに、前記第１アクセスノードのＭＡＣ
アドレスを割り当てるステップと
　　前記ユニキャストメッセージの仮想ローカルエリアネットワークタグに前記サービス
エージェント識別子を割り当てるステップと
から構成されることを特徴とする、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　識別された前記サービスバインディングに従って、前記アクセスエッジノードにおいて
、受信されたトンネリングされた前記データトラフィックを第２アクセスノードにリダイ
レクトするステップが、
　　前記第２アクセスノードのＭＡＣアドレスと対応するように、前記目的アドレスを変
更するステップと、
　　前記ソースアドレスを、前記アクセスエッジノードの前記ＭＡＣアドレスに対応する
ように変更するステップと
から構成されることを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　識別された前記サービスバインディングに従って、前記アクセスエッジノードにおいて
、受信されたトンネリングされた前記データトラフィックを第２アクセスノードにリダイ
レクトするステップが、さらに、
　　受信されたトンネリングされた前記データトラフィックの仮想ローカルエリアネット
ワークタグフィールドを、前記第２アクセスノードの入力ポートに対応するように変更す
るステップ
から構成されることを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　トンネリングされた前記データトラフィックを転送するステップが、前記アクセスドメ
イン上で、アクセスドメイン上のスイッチを通して運ばれることを特徴とする、請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
　請求項５に記載の方法であり、さらに、
前記ユニキャストメッセージのイーサタイプフィールドに、前記ユニキャストメッセージ
が、トンネリングされたデータトラフィックに関与することを示す値を割り当てるステッ
プ
から構成されることを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　アクセスドメイン上で、データトラフィックをブリッジングするアクセスエッジノード
であり、
前記アクセスエッジノードが、アクセスドメイン入出力ユニットとサービスバインディン
グホスティングユニットと、制御ユニットとから構成され、
　　前記アクセスドメイン入出力ユニットは、前記アクセスドメイン上で、データトラフ
ィックを送受信し、
　　前記サービスバインディングホスティングユニットは、前記アクセスエッジノードに
関するサービスバインディングについての情報を格納し、
　　前記制御ユニットは、前記アクセスドメイン入出力ユニットで受信された前記データ
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トラフィックが、第１ユーザドメインから第２ユーザドメインへのデータトラフィックを
ブリッジングするユニキャストメッセージであるかどうかを決定し、
前記制御ユニットは、前記サービスバインディングホスティングユニットを使用して、前
記ユニキャストメッセージに対応するサービスバインディングを識別し、
前記制御ユニットは、識別された前記サービスバインディングに従って、前記ユニキャス
トメッセージの目的アドレスを第二ユーザドメインに接続を提供するノードのアドレスに
対応するように変更し、
前記アクセスドメイン上に送信するために、前記アクセスドメイン入出力ユニットに、前
記修正されたユニキャストメッセージを引き渡す
ことを特徴とする、
アクセスドメイン上で、データトラフィックをブリッジングするアクセスエッジノード。
【請求項１１】
　それぞれの前記サービスバインディングが、
前記アクセスドメイン上で、アクセスノードと前記アクセスエッジノードとの間のデータ
トラフィックを管理するという方法で、
第１ユーザドメインおよび第２ユーザドメインに接続を提供する前記アクセスノードと前
記アクセスエッジノードをコミットすることによって、
前記第１ユーザドメインと前記第２ユーザドメインとの間のデータトラフィックを規定す
る
ことを特徴とする、請求項１０に記載のアクセスエッジノード。
【請求項１２】
　前記サービスバインディングホスティングユニットが、
第１アクセスノードＭＡＣアドレス、前記第１仮想アクセスエッジノードＭＡＣアドレス
、前記第２仮想アクセスエッジノードＭＡＣアドレス、前記アクセスエッジノードにおけ
る入力ポート識別、および前記アクセスエッジノードにおける出力ポート識別の情報を含
む
ことを特徴とする、請求項１１に記載のアクセスエッジノード。
【請求項１３】
　前記制御ユニットが、さらに、前記ユニキャストメッセージのソースアドレスを、前記
アクセスエッジノードのＭＡＣアドレスに対応するように変更する
ことを特徴とする、請求項１０に記載のアクセスエッジノード。
【請求項１４】
　前記制御ユニットが、さらに、前記データトラフィックの仮想ローカルエリアネットワ
ークタグフィールドを、前記第２ユーザドメインに接続を提供するアクセスノードの入力
ポートに対応するように変更する
ことを特徴とする、請求項１２に記載のアクセスエッジノード。
【請求項１５】
　ユニキャストメッセージのイーサタイプフィールドの値により、前記アクセスドメイン
入出力ユニットで受信された前記データトラフィックが、第１ユーザドメインから第２ユ
ーザドメインへのデータトラフィックをブリッジングする前記ユニキャストメッセージで
あるであるかどうかを、前記制御ユニットが決定する
ことを特徴とする、請求項１０に記載のアクセスエッジノード。
【請求項１６】
　アクセスドメイン上で、データトラフィックをブリッジングするアクセスノードであり
、
前記アクセスノードが、ユーザドメイン入力ユニット、サービスバインディングユニット
、ブリッジングユニット、制御ユニット、アクセスドメイン出力ユニットから構成され、
　　前記ユーザドメイン入力ユニットは、第１ユーザドメインから第２ユーザドメイン宛
のデータトラフィックを受信し、
　　前記サービスバインディングユニットは、サービスバインディング関連情報を格納し



(5) JP 2008-537365 A 2008.9.11

10

20

30

40

50

、
それぞれのサービスバインディングは、前記アクセスドメイン上で、前記アクセスノード
とアクセスエッジノードとの間のデータトラフィックを管理するという方法で、前記アク
セスノードと前記アクセスエッジノードとをコミットすることによって、ユーザドメイン
と前記アクセスエッジノードとの間のデータトラフィックを規定し、
　　前記ブリッジングユニットは、前記アクセスエッジノードにアドレス指定されたユニ
キャストメッセージ内の受信されたデータトラフィックを、前記データトラフィックに対
応するサービスバインディングに従ってトンネリングし、
　　前記制御ユニットは、前記受信されたデータトラフィックに対応する１つの前記サー
ビスバインディングを識別し、
前記制御ユニットは、前記受信されたデータトラフィックを、対応する前記サービスバイ
ンディングの指示によりトンネリングする前記ブリッジングユニットに転送し、
　　アクセスドメイン出力ユニットは、前記ブリッジングユニットからトンネリングされ
た前記データトラフィックを受け取り、トンネリングされた前記データトラフィックを、
前記アクセスドメイン上で転送する
ことを特徴とする、アクセスドメイン上で、データトラフィックをブリッジングするアク
セスノード。
【請求項１７】
　前記サービスバインディング関連情報が、それぞれのサービスバインディングごとに、
ユーザドメイン入出力ユニットにおける入力ポート識別、および第１仮想アクセスエッジ
ノードＭＡＣアドレスを含む
ことを特徴とする、請求項１６に記載のアクセスノード。
【請求項１８】
　前記アクセスドメイン出力ユニットがアクセスドメイン入出力ユニットであり、
前記サービスバインディングが前記アクセスエッジノードで作成され、
前記アクセスノードが、前記アクセスドメイン入出力ユニットを通して、前記サービスバ
インディングの作成の情報を伝達される
ことを特徴とする、請求項１６に記載のアクセスノード。
【請求項１９】
　前記ブリッジングユニットが、
　　前記ユニキャストメッセージのユーザ部分に前記データトラフィックを書き込み、
　　前記ユニキャストメッセージに、前記アクセスエッジノードのＭＡＣアドレスに対応
する目的アドレスを割り当て、
　　前記ユニキャストメッセージに前記アクセスノードＭＡＣアドレスに対応するソース
アドレスを割り当て、
　　前記ユニキャストメッセージの仮想ローカルエリアネットワークタグフィールドに、
前記アクセスドメイン出力ユニットの前記出力ポートに対応する値を割り当てることによ
って、
前記データトラフィックをトンネリングすることを特徴とする、請求項１７に記載のアク
セスノード。
【請求項２０】
　　前記ユーザドメイン入力ユニットが、ユーザドメイン入出力ユニットであり、
前記ユーザドメイン入出力ユニットは、前記第１ユーザドメインからの／前記ユーザドメ
インへのデータトラフィックを送受信し、
　　前記アクセスドメイン出力ユニットが、アクセスドメイン入出力ユニットであり、
前記アクセスドメイン入出力ユニットは、前記アクセスドメインからトンネリングされた
前記データトラフィックを受信し、前記トンネリングされたデータトラフィックを前記制
御ユニットへ転送し、
　　前記制御ユニットが、さらに、
前記アクセスドメイン入出力ユニットで受信されたデータトラフィックがトンネリングさ
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れたデータトラフィックであることを決定し、受信されたトンネリングされたデータトラ
フィックに対応する１つの前記サービスバインディングを識別し、対応する前記サービス
バインディングの指示により、トンネリングされた前記データトラフィックを前記ブリッ
ジングユニットに転送し、
　　前記ブリッジングユニットが、さらに、
識別された前記サービスバインディングに従って、前記アクセスドメイン入出力ユニット
から受信されたトンネリングされたデータトラフィックをデトンネリングし、デトンネリ
ングされた前記データトラフィックを、前記ユーザドメイン入出力ユニットに転送する
ことを特徴とする、請求項１５に記載のアクセスノード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　３５　Ｕ．Ｓ．Ｃ．Ｓ．１１９（ｅ）および３７　Ｃ．Ｆ．Ｒ．Ｓ．１．７８に基づく
優先権ステートメント。
　この特許出願は、シルヴェイン・モネッテ（Ｓｙｌｖａｉｎ　Ｍｏｎｅｔｔｅ）、マチ
ュー・ジゲーレ（Ｍａｔｈｉｅｕ　Ｇｉｇｕｅｒｅ）、マーチン・ジュリアン（Ｍａｒｔ
ｈｉｎ　Ｊｕｌｉｅｎ）、ベノア・トレムブレイ（Ｂｅｎｏｉｔ　Ｔｒｅｍｂｌａｙ）の
名の下に２００５年２月１４日の出願された出願番号６０／６５１，９７１号「ポリプロ
ジェクト（Ｐｏｌｙ　ｐｒｏｊｅｃｔ）」、およびシルヴェイン・モネッテ（Ｓｙｌｖａ
ｉｎ　Ｍｏｎｅｔｔｅ）、マチュー・ジゲーレ（Ｍａｔｈｉｅｕ　Ｇｉｇｕｅｒｅ）、マ
ーチン・ジュリアン（Ｍａｒｔｈｉｎ　Ｊｕｌｉｅｎ）、ベノア・トレムブレイ（Ｂｅｎ
ｏｉｔ　Ｔｒｅｍｂｌａｙ）の名の下に２００５年４月２５日出願の出願番号６０／６７
４，３０７号「アクセスノードエッジノード複合プロトコル（ＡＥＰ：Ａｃｃｅｓｓ　ｎ
ｏｄｅ－ｅｄｇｅ　ｎｏｄｅ　ｃｏｍｐｌｅｘ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）」の先の米国仮特許
出願に基づく優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は、アクセスドメイン上でデータトラフィックのブリッジングを行う方法、およ
びノードに関する。
【背景技術】
【０００３】
　近年、インターネットプロトコル（ＩＰ）ネットワークの爆発的な増加が見られる。当
初は、大学や研究者が通信を行い、研究プロジェクトで協力することを可能とするための
開発であったが、巨大市場レベルで提供されるネットワークへと成長した。今日では、一
般世帯がワールドワイドウェブを使用したり、対話式ゲームを行ったり、ＩＰに乗せて音
声を運んだり、文書やソフトウェアをダウンロードしたり、電子商取引を行ったりするた
めにＩＰネットワークに接続することは普通になっている。
【０００４】
　以下、図１に関して述べる。図１は、ＩＰネットワーク１００の従来の技術例を示す説
明図である。典型的に、ＩＰネットワークは、アクセスドメイン１１５と、ネットワーク
サービスプロバイダドメイン１４０と、アプリケーションサービスプロバイダドメイン１
５０から構成されている。アクセスドメイン１１５はアクセスノード（ＡＮ）１２０とＩ
Ｐネットワークのようなアクセスネットワーク１３０を含んでいる。アクセスノード１２
０は、ユーザドメイン１１０にＩＰネットワーク１３０への接続を提供するネットワーク
プロバイダである。ユーザドメイン１１０は、例えばユーザデバイス（ＵＤ）（コンピュ
ータ、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉ
ｓｔａｎｔ）など）や、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）や、無線ＬＡＮ（Ｗ－Ｌ
ＡＮ）を含んでいる。ユーザドメインはアクセスノードと様々な可能な技術で通信を行う
。これらの技術には、電話線上でのダイヤルアップ接続やＡＤＳＬ（Ａｓｙｍｍｅｔｒｉ
ｃ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）接続や、テレビケー
ブルネットワーク上でのケーブルモデム接続や、無線通信がある。アクセスネットワーク
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１３０は一群の独立したルータから構成されている。ルータの役割は、入ってくるデータ
トラフィックを、データトラフィックの中に埋め込まれた目的アドレスに基づいて、ルー
ティングすることである。ネットワークサービスプロバイダドメイン１４０は、例えばＩ
Ｐ上の音声伝達サービスに適するものであり、一方、アプリケーションサービスプロバイ
ダドメイン１５０は電子銀行取引や電子商取引に適している。
【０００５】
　図1は、３つのユーザドメインと２つのアクセスノードと２つのサービスプロバイダド
メインと２つのアプリケーションサービスドメインを描いてあるが、典型的には、ＩＰネ
ットワーク１００は、数千のユーザドメインと、数十のアクセスノードと、数百のサービ
スプロバイダドメイン及びアプリケーションサービスプロバイダドメインを含んでいる。
アクセスネットワーク１３０に関しては、数百のルータを含むネットワークに遭遇するこ
とは、普通のことである。この様に、図１には明瞭にするために極めて簡略化されたＩＰ
ネットワーク１００が描かれている。
【０００６】
　初期のＩＰネットワークの原理は、到着したデータトラフィックを最終目的地に向けて
ルーティングする前にできる限り少ない操作で処理を行うスイッチ、およびルータに基づ
いている。そのために、異なる種類のメッセージ：ユニキャストメッセージ、マルチキャ
ストメッセージ、及びブロードキャストメッセージが利用できる。これらの３つのメッセ
ージのタイプのそれぞれに関して、アドレスの幅が、メッセージのそれぞれのタイプごと
に割り当てられている。ユニキャストメッセージは１つの送信者と１つの受信者との間の
メッセージの交換に使用される。マルチキャストメッセージは、１つの送信者が複数の受
信者にメッセージを届けることを可能とする。ブロードキャストメッセージに関しては、
ブロードキャストメッセージは、ＩＰネットワークのセグメントの１部分の全てのスイッ
チにメッセージを届けるために使用される。
【０００７】
　特に、ユニキャストメッセージは、ユーザドメイン１１０と、ネットワークサービスプ
ロバイダドメイン１４０、および／またはアプリケーションサービスプロバイダドメイン
１５０との間のデータ通信を行うために使用される。ユニキャストメッセージは、ユーザ
ドメイン１１０同士のデータ通信にも使用することが可能である。アクセスネットワーク
１３０上で、ユニキャストメッセージが使用されると、アクセスネットワーク１３０のス
イッチは、（明瞭化のために図示されていないが、）ユニキャストメッセージを目的地に
転送するために、対応するパケットをスイッチする必要がある。ＩＰネットワークのよう
な広範囲のネットワークでは、パケットの適切なスイッチングを可能とするため、スイッ
チは、大きなテーブルを保持しなければならない。さらに、ソースから目的地へのユニキ
ャストメッセージの転送は、多くのスイッチの関与を必要とし、このようにして、アクセ
スネットワーク１３０上で１つのユニキャストメッセージに対して、多くのデータトラフ
ィックが発生する結果となる。
【０００８】
　現在は、ユーザデバイス数の拡大とIPネットワーク上でサービスを提供するサービスプ
ロバイダ数の拡大に結びつく問題の解決方法は知られていない。さらに、数千のユーザド
メインにサービスを提供する広いＩＰネットワークの、増加するデータトラフィックに対
する、実体がある解決方法を可能とするために、長期にわたる解決方法はまだ確認されて
いない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　それゆえ、現存する解決方法では不足する点や欠点を克服するために、アクセスドメイ
ン上でデータトラフィックのブリッジングを行い、このようにすることで、データトラフ
ィックを効率的に減少させ、ネットワークの負荷を減少させることを効率的に可能とする
ノードと手法を持つことの有利性を、直ちに評価すべきである。本発明は、前述に記載の
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方法とノードを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、サービスバインディングを使用することによって、アクセスドメイン上で、
数千のユーザドメインがデータトラフィックを送受信することを効率的に可能とする。
　そのために、本発明の方法は、アクセスドメイン上でデータトラフィックのブリッジン
グを行う。特に、第１ユーザドメインから送信され、第１アクセスノードで受信されたデ
ータトラフィックに関しては、対応するサービスバインディングが識別される。その後、
識別されたサービスバインディングに従って、受信されたデータトラフィックは、アクセ
スエッジノードにアドレス指定されたユニキャスト内でトンネリングされる（ｔｕｎｎｅ
ｌ）。その後、トンネリングされたデータトラフィックは、アクセスエッジノードに転送
される。アクセスエッジノードでトンネリングされたデータトラフィックが受信されると
、受信されたトンネリングされたデータトラフィックに対応するサービスバインディング
が識別される。その後、識別されたサービスバインディングに従って、トンネリングされ
たデータトラフィックは、第２アクセスノードにリダイレクトされる。そして、リダイレ
クトされたトンネリングされたデータトラフィックが、第２アクセスノードにおいて受信
されると、トンネリングされたデータトラフィックは、デトンネリングされ（ｄｅｔｕｎ
ｎｅｌ）、第２ユーザドメインに転送される。
【００１１】
　本発明の別の観点によれば、本発明の方法を実施するために適応されたアクセスエッジ
ノードに関する。さらに正確に言うと、アクセスエッジノードは、アクセスドメイン上で
データトラフィックを送受信するアクセスドメイン入出力ユニットと、アクセスエッジノ
ードに関するサービスバインディングについての情報を格納するサービスバインディング
ホスティングユニットとを含む。アクセスエッジノードは、制御ユニットも含む。制御ユ
ニットは、複数の役割を持っており、その役割は、以下のとおりである。
i）アクセスドメイン入力ユニットで受信したデータトラフィックが第１ユーザドメイン
から第２ユーザドメインへのデータトラフィックのブリッジングするユニキャストメッセ
ージであるかどうかを決定する。
iiサービスバインディングホスティングユニットを使用して、ユニキャストに対応するサ
ービスバインディングを識別する。
iii）識別されたサービスバインディングに従って、第２ユーザドメインに接続を提供す
るノードのアドレスに対応するように、ユニキャストメッセージの目的アドレスを変更す
るiv）アクセスドメイン上で送信するために、変更されたユニキャストメッセージをアク
セスドメイン入出力ユニットに引き渡す。
【００１２】
　本発明の別の観点によれば、本発明は、アクセスドメイン上でデータトラフィックをブ
リッジングするアクセスノードを対象とする。アクセスノードは、ユーザドメイン入力ユ
ニット、サービスバインディングユニット、ブリッジングユニット、制御ユニット、およ
びアクセスドメイン出力ユニットを含んでいる。特に、ユーザドメイン入力ユニットは、
第１ユーザドメインからデータトラフィックを受信し、受信されたデータトラフィックは
、第２ユーザドメインを宛先としている。サービスバインディングユニットは、サービス
バインディング関連情報を格納する。それぞれのサービスバインディングは、アクセスノ
ードとアクセスエッジノードとの間のデータトラフィックを管理するという方法で、アク
セスノード、およびアクセスエッジノードをコミットすることによって、複数のユーザド
メインのうちの１つとアクセスエッジノードとの間のデータトラフィックを規定する。ブ
リッジングユニットは、受信されたデータトラフィックに対応するサービスバインディン
グに従って、アクセスエッジノードにアドレス指定されたユニキャストメッセージ内の受
信したデータトラフィックをトンネリングする。制御ユニットは、対応するサービスバイ
ンディングの識別を行い、受信されたデータトラフィックを、対応するサービスバインデ
ィングの指示により、トンネリングするブリッジングユニットに転送する。アクセスドメ
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イン出力ユニットに関しては、アクセスドメイン出力ユニットは、ブリッジングユニット
からトンネリングされたデータトラフィックを受信し、アクセスドメイン上でトンネリン
グされたデータトラフィックを転送する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の目的と利点のさらに詳細な理解のため、以下に記載の添付図面と併せて説明を
する。
　本発明の革新的な開示は、様々な実施形態の例について個々に言及することによって記
載される。しかし、この種の実施形態は、本発明の革新的な開示の数多くの利点ある使用
方法のほんの少しの例しか提供していないことを理解すべきである。概して、本出願の明
細書中で記述されていることは、本発明の要求された様々な項目のどれをも必ずしも限定
しない。さらに、いくつかの記述はいくつかの発明の特徴に当てはまるが、他の発明の特
長には当てはまらない。図中で、同じ、あるいはよく似た要素は、いくつかの図表を通し
て同じ符号で示されている。
【００１４】
　本発明は、アクセスドメイン上でデータトラフィックのブリッジングを行う方法とノー
ドに関する。アクセスドメインは、技術的に知られているが、複数のスイッチから構成さ
れており、スイッチは、データトラフィックを目的地にスイッチする役割を持つ。アクセ
スドメイン上で運ばれるデータトラフィックは、ユーザドメインとサービスプロバイダド
メインから生じる。ワールドワイドウェブのようなアプリケーションへの関心が増すにつ
れて、アクセスドメイン上で運ばれるデータトラフィックを転送、および受信するサービ
スプロバイダドメインとユーザドメインの数は、爆発的に増えている。データトラフィッ
クを適切にスイッチすることを可能とするために、それぞれのスイッチは、ＭＡＣアドレ
ス学習機能（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｌｅａｒｎｉｎｇ）と呼ばれ
て知られているプロセスを実行することによって、いくつかの知識を得る必要がある。Ｍ
ＡＣアドレス学習機能によって、それぞれのスイッチは、どのポートでＭＡＣアドレスに
到達可能かを学習し、全てのポートにデータトラフィックを送信するのではなく、正しい
ポートにデータトラフィックを送信する。しかし、アクセスドメイン上でデータトラフィ
ックを交換するサービスプロバイダドメイン、およびユーザドメインの数が爆発的に増加
するにつれて、スイッチ内のテーブルも、非常に多量になってきている。本発明において
もそうであるように、ネットワーク上でのトラフィックに関するアカウンティング機能（
ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）の実行においても、別の問題が存在する。こ
のように、スイッチによって学習されるＭＡＣアドレスの数を減らす方法を見つけること
は重要である。２つのユーザドメインの間でデータトラフィックを流すための簡潔な方法
を提供することも必要不可欠となってきている。そのため、本発明は、アクセスドメイン
内にアクセスエッジノードを導入する。さらに、本発明は、アクセスドメイン上でアクセ
スノードとアクセスエッジノードとの間のデータトラフィックを流すために、アクセスノ
ードとアクセスエッジノードとの間でサービスバインディングを使用する。最後に、本発
明は、アクセスエッジノード、および接続を提供するアクセスノードとアクセスエッジノ
ードとの間のサービスバインディングを使用して、２つのユーザドメイン間でデータトラ
フィックをブリッジングする。
【００１５】
　本発明と、本発明のメカニズムを理解するためには、図２に関して述べる。図２は、本
発明が組み込まれたネットワーク２００を例示した概略図である。
ネットワーク２００の概略図は、明確化の目的で簡略化されている。描写されている様々
な要素は、よく似た機能ごとにグループ化されており、ネットワークエンティティを位置
的に図で表現しているのではない。しかし、よく似た機能を持つそれぞれのグループは、
典型的に、ネットワーク２００に位置的にばらまかれた、特定の機能を持つ物理的なネッ
トワークエンティティに対応する。ネットワーク２００の概略図は、ユーザドメイン１１
０とアクセスドメイン１１５とネットワークサービスプロバイダ１４０とアプリケーショ
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ンサーバ１５０を含んでいる。アクセスドメイン１１５は、アクセスノード１２０とアク
セスネットワーク１３０とアクセスエッジノード１６０と地域ネットワーク１３５とを含
んでいる。包括的な説明とそれぞれの要素の例は、以下の段落で図２を参照して提供され
る。
【００１６】
　ネットワーク２００は、互いに通信を行う、１または複数のデータネットワークに対応
している。このように、ネットワーク２００は、１または複数の操作者によって操作され
ることが可能である。データネットワークは、通常、多数の操作可能なエンティティ、お
よび／または多数の操作可能な組織によってサポートされているため、どのようにしてこ
れらのエンティティおよび組織が通信を成功させるかを明確にすることは必須である。こ
の理由のため、データネットワークは、通常、オープンシステムインターコネクションモ
デル（ＯＳＩモデル：Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｍｏ
ｄｅｌ）を用いて詳しく説明される。ＯＳＩモデルは、７つのレイヤー内でプロトコルを
実行するためのネットワークのフレームワークを明確にする。これらの７つのレイヤーは
、それぞれ次に示す順になっている。１）物理層；２）データリンク層；３）ネットワー
ク層；４）トランスポート層；５）セッション層；６）プレゼンテーション層；７）アプ
リケーション層。それぞれのレイヤーは、データネットワーク上でデータの転送を行うと
きに、考えられる側面および請け負う動作に対応している。本発明のネットワーク２００
を表現するためにＯＳＩモデルを使用すると、本発明のネットワーク２００によって使用
されている、および／またはサポートされている様々なプロトコルのいくつかは、以下の
ように層に分離することができる。
　　　レイヤー２：イーサネット（Ｅｔｈｅｒｎｅｔ）、非同期転送モード（ＡＴＭ：Ａ
ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）
　　　レイヤー３：インターネットプロトコル（ＩＰ）ヴァージョン４、インターネット
プロトコル（ＩＰ）ヴァージョン６
　　　レイヤー４と５：トランスミッションコントロールプロトコル（ＴＣＰ：Ｔｒａｎ
ｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ユーザデータグラムプロトコ
ル（ＵＤＰ：Ｕｓｅｒ　Ｄａｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）
　　　レイヤー６と７：現在存在しているか、または今後使用される、様々なプレゼンテ
ーションプロトコルとアプリケーションプロトコル
【００１７】
前記のプロトコルのリストは、例としての目的のために提供されているのであり、本発明
によってサポートされるプロトコルを限定するものではない。簡略化の目的で、前述では
イーサネット、およびＩＰについて記述しているが、そのようなプロトコルは、例として
用いられているだけである。イーサネットおよびＩＰという表現は、それぞれ、レイヤー
２のプロトコル、およびレイヤー３のプロトコルと解釈される。本明細書中の記載では、
“ドメイン”という言葉は、１または複数の、よく似た機能的特徴を持つネットワーク構
成要素を表している。
【００１８】
　次に、アクセスドメイン１１５について述べる。アクセスドメイン１１５は、その機能
を、ユーザドメイン１１０、ネットワークサービスプロバイダ１４０、およびアプリケー
ションサービスプロバイダ１５０の間のエンド・トゥ・エンドの接続を提供する手段とし
てまとめることができる。アクセスドメインは、アクセスノード１２０、アクセスネット
ワーク１３０、地域ネットワーク１３５、およびアクセスエッジノード１６０を含む。こ
のように、アクセスドメイン１１５は、それ自体はエンティティではなく、むしろ、構成
要素の集合である。この構成要素の集合は、直接的であっても間接的であっても、互いに
連結されると、接続を提供するためのドメインとして振舞う。それゆえ、この名前を“ア
クセスドメイン”と言うのである。１つのアクセスノード１２０と1つのアクセスネット
ワーク１３０と1つのアクセスエッジノード１６０と1つの地域ネットワーク１３５のみを
含む現在のアクセスドメイン１１５の表現は、そのようなエンティティがアクセスドメイ
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ン内でシングルであるという意味ではなく、明確化の目的で、ただ1つのそれらのエンテ
ィティが表現されていることも明確である。以下の段落で、アクセスドメインの様々な構
成要素のさらに詳細な説明がなされる。
【００１９】
　アクセスノード１２０は、（図示されていないが）アクセスゲートウェイを含み、アク
セスドメイン１１５の第一の構成要素を表現している。典型的に、アクセスノード１２０
は、ユーザドメイン１１０のアクセスネットワーク１３０への接続を可能とするアクセス
プロバイダに、例えば、固定制であるか従量制であるかについて問い合わせる。そのよう
な接続は、さまざまなメディアとテクノロジーを使用することで可能となる。使用可能な
メディアとしては、ケーブル、固定電話、携帯電話がある。使用可能なテクノロジーにつ
いては、統合デジタル通信網（ＩＳＤＮ：Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　Ｄ
ｉｇｉｔａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）や、非対称デジタル加入者線（ＡＤＳＬ：Ａｓｙｍｍｅ
ｔｒｉｃ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｌｉｎｅ）や、ＷｉＭａｘ（Ｗｏｒ
ｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓ）が例として挙げられる。しかし、本発明は、それらのメディアまたはテクノロ
ジーのみに限定されるものではないという点に注意すべきである。同様に、３つのアクセ
スノードのみが図に描かれているが、ネットワーク２００は、潜在的に数百または数千の
アクセスノードを含んでいる点にも注意すべきである。
【００２０】
　アクセスドメインは、以降で共に論じられるアクセスネットワーク１３０と地域ネット
ワーク１３５も含んでいる。アクセスネットワーク１３０と地域ネットワーク１３５の第
一の機能は、アクセスノード１２０、ネットワークサービスプロバイダ１４０、およびア
プリケーションサービスプロバイダ１５０間でエンド・トゥ・エンドの、独立した転送を
提供することである。アクセスネットワーク１３０および地域ネットワーク１３５は、次
のような役割を果たすネットワークである。その役割とは、ダウンストリームおよびアッ
プストリームのデータトラフィックを集合し、スイッチングし、およびルーティングする
ような役割である。アクセスネットワーク１３０は、ＯＳＩモデルのレイヤー２に対応す
るイーサネット、または他の同様なプロトコルを好適に使用することができる。しかし、
ＯＳＩモデルのレイヤー２に対応するプロトコルに限定はされない。アクセスネットワー
ク１３０は、ＩＰｖ４および／またはＩＰｖ６を有利にサポートすることができる。地域
ネットワーク１３５は、イーサネットおよび／またはＩＰとＭＰＬＳを好適にサポートし
、可能な他のレイヤー３のプロトコルをサポートする。さらに、アクセスネットワーク１
３０と地域ネットワーク１３５は、１または複数の異なる操作者によって、操作、および
／または管理されることが可能である。アクセスネットワーク１３０、および地域ネット
ワーク１３５は、複数のスイッチ（図示されていない）から構成されており、それらを通
してデータトラフィックのスイッチングを処理する。
【００２１】
　アクセスエッジノード１６０を通しての、それらのトラフィックエンジニアリング能力
の強い結合を通して、アクセスネットワーク１３０および地域ネットワーク１３５はエン
ド・トゥ・エンドのサービス品質（ＱｏＳ：Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を
提供することができるのである。アクセスエッジノード１６０の役割は、サービスエージ
ェント１７０とサービスバインディング（図２には描かれていないが、図３に描かれてい
る）の作成、管理、およびホスティングである。それぞれのサービスエージェント１７０
は、１つのサービスプロバイダドメイン（１４０または１５０）にもアクセスネットワー
クブリッジング能力にも対応する。それぞれのサービスエージェント１７０は、アクセス
ネットワーク１３０上で仮想ローカルエリアネットワーク（ＶＬＡＮ：Ｖｉｒｔｕａｌ　
Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）を管理し、制御する。“サービスバインディン
グ”という表現は、ユーザドメイン１１０と、アクセスエッジノード１６０の１つのサー
ビスエージェント１７０との間のバインディングのことを表している。アクセスエッジノ
ード１６０、サービスエージェント１７０の概念、およびサービスバインディングは、図
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３、図４ａ、図４ｂについて述べる記述で、さらに詳しく記述される。
【００２２】
　次に、ユーザドメイン１１０について述べる。ユーザドメインは、アクセスドメイン１
１５へのエントリポイントを提供するアクセスノード１２０に関する。本発明に関しては
、“ユーザドメイン”という表現は、独立したコンピュータや、物理的にあるいは無線で
、ルータを通してつながれたコンピュータのローカルネットワークや、携帯電話や、携帯
情報端末（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）や、ネッ
トワーク２００のようなネットワーク上でデータ通信可能なすべての他のデバイスのこと
を表す。さらに、“ユーザドメイン”という表現は、同時に起こる複数のデータトラフィ
ックセッションを含むことが意図されている。その同時に起こる複数のデータトラフィッ
クセッションは、１つのシングルユーザポートを通して、複数のデバイスによって実行さ
れる。例えば、ユーザは、インターネット接続やテレビ会議やテレビ番組のような異なる
アプリケーションとネットワークサービスに同時にアクセスすることができる。その際、
ユーザは、１または複数のデバイスを使用して、ＶＬＡＮに設けられたユーザドメインを
通して、または、ここで“ユーザドメイン”と表現される１つのシングルユーザポートを
通して、同時にアクセスすることができる。
【００２３】
　ネットワークサービスプロバイダ１４０は、例えば、ＩＰアドレスの割り当てと、他の
ネットワークへの接続を提供するために、そして、特定のアプリケーションを提供し届け
るために、アクセスドメイン１１５を使用するエンティティを表している。ユーザドメイ
ン１１０を持つデータトラフィックに関しては、典型的に、ネットワークサービスプロバ
イダ１４０は、例えばＲＡＤＩＵＳ（Ｒｅｍｏｔｅ　Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｄ
ｉａｌ―Ｉｎ　ＵｓｅｒＳｅｒｖｉｃｅ）に基づく識別を使用して、ＩＰアドレスを所有
し、ユーザドメイン１１０にＩＰアドレスを割り当てる。さらに、もし、要求された場合
、および／または必要な場合、ネットワークサービスプロバイダ１４０は、ユーザレベル
の認証と権限付与を行う。
【００２４】
　アプリケーションサービスプロバイダ１５０は、ユーザドメイン１１０のエンドユーザ
にアプリケーションを提供し届けるために、アクセスドメイン１１５を使用する。その様
なアプリケーションの例は、ゲーム、ビデオ・オンデマンド、テレビ会議、およびその他
多くの可能なアプリケーションを含む。しかし、アプリケーションサービスプロバイダに
代わってユーザドメイン１１０にＩＰアドレスを割り当てるのは、アクセスドメイン１１
５である。もし、要求されれば、アプリケーションサービスプロバイダ１５０は、ユーザ
レベルでの認証も行うことが可能であり、もし必要であれば、権限付与も行う。前述の記
述で、“サービスプロバイダ”と“サービスプロバイダドメイン”という表現は、ネット
ワークサービスプロバイダ１４０とアプリケーションサービスプロバイダ１５０の両方を
同時に表現するために、代わりに用いられている。“サービスプロバイダ”という表現は
ネットワークサービスプロバイダ１４０またはアプリケーションサービスプロバイダ１５
０の1つを表現している場合もある。
【００２５】
　前述のように、サービスバインディングは転送関係に関連する。本発明の記載では、転
送関係は２つのユーザドメイン間で構築され、接続を提供するアクセスノード１２０とア
クセスエッジノード１６０とに直接的に影響を及ぼす。概念的に言えば、サービスバイン
ディングの作成は、アクセスドメイン上でサービスエージェントに対応するＶＬＡＮに識
別されたユーザドメインを追加することに対応する。このように、それぞれのサービスバ
インディングは、取引可能なビジネスエンティティを表現することもある。取引可能なビ
ジネスエンティティは、対応するサービスを届けることを保証する。サービスバインディ
ングは、アクセスエッジノード内で作成され、管理され、ホストされ、サービスエージェ
ント１７０と結合して存在する。サービスバインディングは、それらがデータトラフィッ
クを規定するアクセスノード内にもホストされる。
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【００２６】
　サービスエージェント、およびサービスバインディングは、アクセスエッジノード内で
作成され、管理され、ホストされる。そのため、図２、および図３に関して同時に述べる
。図３は、本発明の開示に従うアクセスエッジノードの概略図である。サービスエージェ
ント、およびサービスバインディングの作成、管理、およびホスティングの役割を果たす
ことを可能とするため、アクセスエッジノードは、複数の要素から構成されている。アク
セスドメイン１１５内での位置的な理由により、アクセスネットワーク１３０上でアクセ
スノード１２０と通信するために、アクセスエッジノードは、アクセスドメイン入出力ユ
ニット３１０を含んでいる。アクセスエッジノード１６０もまた、地域ネットワーク１３
５上で、ネットワークサービスプロバイダ１４０、およびアプリケーションサービスプロ
バイダ１５０と通信するために、ネットワーク／アプリケーションサービスプロバイダド
メイン入出力ユニット３２０を含んでいる。さらに、アクセスエッジノード１６０は、サ
ービスエージェントユニット３４０、および制御ユニット３３０を含み、さらに、随意に
翻訳テーブル３５０、転送ユニット３６０、調整ユニット３７０、およびブロードキャス
トハンドラー３８０を含むこともある。
【００２７】
　サービスエージェントユニット３４０は、サービスエージェント管理・制御ユニット３
４２およびサービスバインディングホスティングユニット３４４から構成されている。サ
ービスエージェントユニット３４０は、存在するサービスエージェント１７０の情報をサ
ービスエージェント管理・制御ユニット３４２内に保持する。次に、サービスエージェン
ト管理・制御ユニット３４２は、サービスバインディング３４６を作成し、管理する責任
を持つ。そのため、サービスエージェント管理・制御ユニット３４２は、いつ新しいサー
ビスバインディング３４６が要求される、または存在するサービスバインディングが削除
されるかを決定し、続けてサービスバインディング３４６の作成／削除を行う。サービス
エージェント管理・制御ユニット３４２は、存在するサービスバインディングへのユーザ
デバイスの追加／削除にも責任がある。さらに、サービスエージェント管理・制御ユニッ
ト３４２は、相互に通信するアクセスノードとのサービスバインディング３４６関連情報
の共時性を確保する責任を持つ。
【００２８】
　次に、図３と図４ａに関して同時に述べる。図４ａは、サービスエージェント管理・制
御ユニット３４２の項目を例示した図表である。ヘッダ行である最初の行は例外として、
図４ａにおけるそれぞれの行は、サービスエージェント管理・制御ユニット３４２によっ
て管理され、制御されるいくつかのサービスエージェント１７０の項目を例示している。
図４ａのそれぞれの列は、それぞれのサービスエージェント１７０のために、サービスエ
ージェント管理・制御ユニット３４２によって保持される特定の情報に対応している。１
列目はサービスエージェント１７０の識別を表している。その識別は典型的には、サービ
スエージェント識別子としてふるまう、数値識別子である。本発明の好適な一実施形態に
おいて、アクセスエッジノード内のそれぞれのサービスエージェントは、ユニークなサー
ビスエージェント識別子を持っている。２列目は、対応するサービスエージェントのため
の特定のサービスタイプの識別を示している。例えば、１つのサービスプロバイダドメイ
ン１４０または１５０が複数のサービスを提供する場合は、提供されたそれぞれのサービ
スは、サービスプロバイダドメインの様々なサービス間の差別化のために、異なるサービ
スタイプと関連付けられる。３列目は、好適な、あるいは必要なサービス品質（ＱｏＳ）
を識別する。前述のサービス品質（ＱｏＳ）は、関連付けられたサービスタイプと前述の
サービスエージェントのために、適切にデータトラフィックを転送するために必要なサー
ビス品質（ＱｏＳ）である。ＱｏＳの評価基準の例としては、遅延、ビット誤り率、帯域
幅、および推奨プロトコルなどがある。４列目は、個々のサービスエージェントに関連付
けられた受信されたデータトラフィックをさらにルーティングするために、アクセスエッ
ジノード１６０によって使用されるポートを指し示している。この項目に加え、追加され
たサービスエージェントを作成し、不要になったサービスエージェントを削除するために
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、サービスエージェント管理・制御ユニット３４２は、十分な論理ソフトウェアとハード
ウェアとを含んでいる。図４ａ中では、サービスエージェント管理・制御ユニットの項目
は表の形で表現されているが、そのような項目は図４ａで示されているものに限定されな
いという点に十分注意すべきである。サービスエージェント管理・制御ユニットは、リレ
ーショナルデータベース、ハードコーディングされた構成要素、マイクロプロセッサ、プ
ログラミングライブラリ、などで構成されることも可能である。
【００２９】
　次に、図３と図４ｂに関して同時に述べる。図４ｂは、本発明の開示におけるサービス
バインディングホスティングユニットの項目を例示した図表である。ヘッダ行は例外とし
て、図４ｂにおけるそれぞれの行は、サービスバインディングホスティングユニット３４
４内でホストされるいくつかのサービスバインディング３４６の項目を例示している。図
４ｂのそれぞれの列は、それぞれのサービスバインディング３４６のために、サービスバ
インディングホスティングユニット３４４内でホストされる可能な情報を表している。し
かし、そのような情報は“必須の”情報として構成されるのではなく、図４に列挙された
情報は、本発明の一実施形態で使用されるフィールドの例を表現している。１列目は、例
えば、サービスエージェントのサービスエージェント識別子を使用することによって、対
応するサービスエージェントの識別を表している。２列目は、図４ａに関して記述された
ように、サービスタイプを識別する。その他の列は、サービスバインディングに関するデ
ータトラフィックの転送プリミティブを表している。さらに明確に言えば、３列目はユー
ザドメインのＭＡＣアドレス（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌ　ａｄｄｒ
ｅｓｓ）を識別する。４列目は、接続を提供するアクセスノードと通信するときにユーザ
ドメインによって使用されるポートの識別から構成される。５列目は、ユーザドメインに
よって使用される、ローカルネットワーク不定識別子に対応し、例えば、潜在的な、ある
いは明示的なＶＬＡＮ情報を含むこともある。６列目は、ユーザドメインに接続を提供す
るアクセスノードのＭＡＣアドレスを表している。このように、アクセスドメイン１１５
上でデータトラフィックを提供するために、それぞれのサービスバインディング３４６は
、１つのサービスエージェントと２つのアクセスノードとを結びつける。図４ｂ中では、
サービスバインディングホスティングユニット３４４の項目は表の形で表現されているが
、そのような項目は図４ｂで示されているものに限定されないという点に注意すべきであ
る。サービスバインディングホスティングユニットは、リレーショナルデータベース、ハ
ードコーディングされた構成要素、マイクロプロセッサ、プログラミングライブラリ、な
どで構成されることも可能である。
【００３０】
　　入力ポートとVLAN情報の組み合わせは、このように、入ってくるデータトラフィック
を適切なサービスバインディングにすばやく関係付けるための、簡潔で信頼性のある方法
を示す。他の情報の組み合わせも、入ってくるデータトラフィックと対応するサービスバ
インディングとを、高い信頼性で調和させるために使用することができる。例えば、本発
明の第１の実施形態においては、本発明のユーザドメイン間のブリッジングは、ポートレ
ベルのブリッジングから構成される。前述で簡潔に述べられたように、ポートレベルブリ
ッジングは、VLANタグフィールドのようなイーサネットメッセージのほかのフィールドに
影響することのない、第１アクセスノードのポートと第２アクセスノードのポートの間の
、データトラフィックのブリッジングから構成されている。本発明の第２の実施形態にお
いては、本発明のユーザドメイン間のブリッジングは、サブネットレベルのブリッジング
から構成される。そのために、第１ユーザドメインと第２ユーザドメインとの間のデータ
トラフィックは、第１アクセスノードの入力ポート情報、および対応する第１VLANと、第
２アクセスノードの入力ポート情報、および、それに対応する第２VLANを使用してブリッ
ジングされる。典型的には、一度サービスバインディングが作成され、アクセスノードが
その情報を伝達されると、ユーザドメイン間のデータトラフィックは、サービスバインデ
ィングにしたがって、アクセスドメイン上で処理される。
【００３１】
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　特に、本発明の一実施形態においては、サービスエージェントは、ユーザドメイン間の
データトラフィックのストリーミングの提供に対応し、一方、サービスバインディングホ
スティングユニット３４４の中にホストされたサービスバインディング３４６が、第１、
および第２ユーザドメインの必要な情報を提供する。それゆえ、サービスエージェント識
別子ＳＡ２に対応する行で見られるように、サービスタイプはユーザドメイン間のストリ
ーミングに対応し、ユーザＭＡＣ情報は第１ユーザドメインのＭＡＣアドレス、および第
２ユーザドメインに対応する別のＭＡＣアドレスを含む。ユーザポート情報、ローカルネ
ットワークコンテキスト、および接続を提供するアクセスノーのＭＡＣアドレスに対応す
るフィールドも、第１ユーザドメインと第２ユーザドメインの両方に関する情報を提供す
る。一方、本発明の別の一実施形態では、ユーザＭＡＣアドレスは、アクセスドメイン入
出力ユニットの入出力ポート識別によって入れ替えられることが可能であり、ローカルネ
ットワークコンテキストは、ＶＬＡＮ情報に対応することが可能である。
【００３２】
　図３に話を戻すが、アクセスエッジノードの制御ユニット３３０は、データトラフィッ
ク７１０ｂを受信すると、データトラフィック７１０ｂが１つのサービスエージェントに
対応するかどうかを決定する責任がある。そうするために、制御ユニット３３０は、デー
タトラフィックのヘッダに含まれる情報にアクセスし、１つのサービスエージェント１７
０がヘッダに含まれる情報に対応するかどうかを決定するサービスエージェント管理・制
御ユニット３４２に問い合わせる。データトラフィックのブリッジングが、異なるアクセ
スエッジノードによって接続を提供されている、２つのユーザドメインに関して行われる
場合は、制御ユニットは、受信された、２つの関連するアクセスエッジノード間のデータ
トラフィックのＭＰＬＳレイヤー２トンネリングを作成する。
【００３３】
　もし必要であれば、制御ユニット３３０は、随意に翻訳テーブル３５０と協働する。サ
ービスエージェント管理・制御ユニットのそれぞれのサービスエージェント１７０は、サ
ービスエージェント識別子によってユニークに識別されるため、適切なときに、翻訳テー
ブル内で、サービスエージェント１７０に対応するサービスエージェント識別子と、対応
するサービスプロバイダドメイン（１４０または１５０）との間のマッピングを保持する
ことは必要不可欠である。このように、アクセスドメイン入出力ユニット３１０で、アク
セスエッジノード１６０のための仮想ＭＡＣアドレスに対応する目的アドレスを持つデー
タトラフィックを受信すると、アクセスエッジノードの仮想ＭＡＣアドレスを、ＶＬＡＮ
タグの中で提供されたサービスエージェント識別子に対応する目的サービスプロバイダド
メインアドレス（１４０または１５０のアドレス）へすばやく変換するために、制御ユニ
ット３３０は、翻訳テーブル３５０に問い合わせる。本発明の記載では、仮想ＭＡＣアド
レスはノードの物理アドレス、および対応する入出力ユニットの関連するポート情報のこ
とを示している。
【００３４】
　さらに、アクセスドメイン入出力ユニット３１０で受信したデータトラフィックが、何
も変更せずに、サービスプロバイダドメイン入出力ユニットに直接転送されるかどうかを
決定するために、制御ユニット３３０は、転送ユニット３６０に問い合わせる。
　最後に、制御ユニット３３０は、調整ユニット３７０とも協働する。調整ユニット３７
０は、アクセスドメイン入出力ユニット３１０とネットワーク／アプリケーションサービ
スプロバイダドメイン入出力ユニット３２０のどちらでデータトラフィックを受信した場
合でも、対応するサービスエージェント１７０によって指し示された、および／または要
求されたように、アップストリーム／ダウンストリームのトラフィックの秩序を保ち、マ
ーキングし、トラフィックをリマーキングする。
【００３５】
　次に、図５に関して述べる。図５は、本発明の開示に従った１つのアクセスノードの概
略図である。アクセスドメイン１１５内での位置的な理由で、アクセスノード１２０は、
アクセスドメイン１１５のアクセスネットワーク１３０とアクセスエッジノード１６０と



(16) JP 2008-537365 A 2008.9.11

10

20

30

40

50

通信するために、アクセスドメイン入出力ユニット５２０を含んでいる。アクセスノード
１２０は、ユーザドメイン１１０と通信するために、ユーザドメイン入出力ユニット５１
０も含んでいる。このように、アクセスノードがアクセスネットワーク１３０への接続サ
ービスを提供するユーザドメインから送信された、またはユーザドメインに送信される、
アクセスノード１２０に入ってくるデータトラフィックは、ユーザドメイン入出力ユニッ
ト５１０を通る。
【００３６】
　アクセスノード１２０は、サービスバインディングユニット５４０も含んでいる。サー
ビスバインディングユニットは、サービスバインディング関連情報をホストする。サービ
スバインディング関連情報は、（サービスエージェント属性、およびサービスタイプの形
の）特定のサービスバインディング情報、ユーザドメインと通信するためのアクセスノー
ドのポートに関する情報、およびユーザドメインのローカルネットワークコンテキストを
含んでいる。サービスバインディングユニット５４０は、そのアクセスノードに関わるサ
ービスバインディングに関するサービスバインディング関連情報のみを含んでいる。この
ように、異なるアクセスノード１２０内のサービスバインディングユニット５４０は、異
なる情報を格納する。サービスバインディング関連情報は、サービスエージェント識別子
、ユーザドメイン入出力ユニット５１０のユーザポート、およびユーザドメインのローカ
ルコンテキスト情報のいくつか、または全てを含む。
【００３７】
　アクセスノード１２０は、さらに制御ユニット５３０を含んでいる。制御ユニットは、
要求された手順を決定するために、ユーザドメイン入出力ユニット５１０で受信したデー
タトラフィック７１０ａを評価する。そのために、サービスバインディングが、受信され
たデータトラフィック７１０ａに対応するかどうかを決定するため、制御ユニット５３０
は、サービスバインディングユニット５４０に問い合わせる。受信されたデータトラフィ
ックが、ユーザドメイン間のデータトラフィックブリッジングを行うサービスバインディ
ングに対応する場合には、制御ユニット５３０は、受信されたデータトラフィック７１０
ａをブリッジングユニット５５０に転送する。ブリッジングユニット５５０は、アクセス
ドメイン上で転送を行うために、受信されたデータトラフィックを準備するため、データ
トラフィックに対して必要な変更を加える。さらに、ブリッジングユニット５５０は、イ
ーサネットユニキャストメッセージのユーザデータフィールド内に受信されたデータトラ
フィック７１０を加える。このことは、本明細書を通して、トンネリングと呼ばれている
。ブリッジングユニット５５０は、さらに、アクセスエッジノード１２０の仮想ＭＡＣア
ドレスに対応するように、目的アドレスを、イーサネットユニキャストメッセージに割り
当てる。最後に、ブリッジングユニットは、さらに、アクセスドメイン入出力ユニット５
２０のポートに対応する値を、イーサネットユニキャストメッセージのＶＬＡＮタグフィ
ールドに割り当てる。
【００３８】
　本発明の一実施形態においては、送信元のユーザドメインにとってアクセスドメインの
エントリポイントとして振舞うアクセスノード上のユニキャストメッセージ内で、データ
トラフィックをトンネリングすることによって、データトラフィックは、アクセスドメイ
ン上でブリッジングされる。ユニキャストメッセージは、アクセスエッジノードに送信さ
れ、アクセスエッジノードで、データトラフィックの意図された受信者である第２ユーザ
ドメインに接続を提供するアクセスエッジノードにリダイレクトされる。このように、受
信者であるユーザドメインに接続を提供するアクセスノードが、トンネリングされたデー
タトラフィックに対応する受信されたデータトラフィックをデトンネリングするために必
要な能力を持つことは必須である。そのために、さらに、制御ユニット５３０は、受信さ
れたデータトラフィックが、いつ、トンネリングされたデータトラフィックから構成され
るかを決定し、データトラフィックをデトンネリングし、ユーザドメイン入出力ユニット
５１０を通して、受信者であるユーザドメインに転送する。
【００３９】
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　次に、図６に関して述べる。図６は、本発明の開示に従って、レイヤー２ブリッジング
を行う方法の簡略化されたフローチャートを示している。本方法は、ステップ６０５から
始まる。ステップ６０５では、第１アクセスノードにおいて、第１ユーザドメインからの
データトラフィックを受信する。次に、本方法はステップ６１０に続く。ステップ６１０
では、第１アクセスノードの制御ユニットがサービスバインディングユニット５４０内の
サービスバインディングが、受信されたデータトラフィックに対応するかどうかを識別す
る。受信されたデータトラフィックをサービスバインディング関連情報と相互に関連付け
るために、多数のパラメータが使用されることがある。
対応するサービスバインディングが識別され、サービスバインディングがユーザドメイン
間のブリッジングサービスに対応すれば、ステップ６１５において、ユニキャストメッセ
ージ中のデータトラフィックを適切にトンネリングするために、対応するサービスエージ
ェント識別子がブリッジングユニット５５０に提供される。ステップ６１５は、アクセス
エッジノード１６０への、アクセスドメイン入出力ユニット５２０を通した、トンネリン
グされたデータトラフィックの転送も含んでいる。トンネリングされたデータトラフィッ
クは、その後、ステップ６２０において、アクセスエッジノード１６０で受信される。ス
テップ６２５において、アクセスエッジノード１６０は、受信された、トンネリングされ
たデータトラフィックに対応するサービスバインディングが存在するかどうかを識別する
。ステップ６３０において、アクセスエッジノードは、識別された対応するサービスバイ
ンディングにしたがって、第２ユーザドメインに接続を提供するアクセスノードの仮想Ｍ
ＡＣアドレスに対応するように、トンネリングされたデータトラフィックの目的アドレス
を変更する。その後、アクセスエッジノードは、ステップ６３５において変更された、ト
ンネリングされたデータトラフィックを、アクセスドメイン上で転送する。変更された、
トンネリングされたデータトラフィックは、ステップ６４０において、第２アクセスノー
ド内で受信される。第２アクセスノードは、ステップ６４５において、データトラフィッ
クのタイプを評価し、トンネリングされたデータトラフィックから構成されていることが
決定されると、ステップ６５０において、変更された、トンネリングされたデータトラフ
ィックをデトンネリングする。一度、デトンネリングされると、ステップ６５５において
、データトラフィックは、受信者であるユーザドメインに転送される。
【００４０】
　次に、図７に関して述べる。図７は、本発明に従ってデータトラフィックをブリッジン
グすることを可能とするために、イーサネットタイプメッセージに加えられる変更を示し
た説明図である。第１ユーザドメインは、第１アクセスノードにイーサネットメッセージ
７１０ａを送信し、イーサネットメッセージ７１０ａ内では、ＤＡは第２ユーザドメイン
のＭＡＣアドレスに対応し、ＳＡは第１ユーザドメインのＭＡＣアドレスに対応し、ＶＬ
ＡＮタグは第１ユーザドメインのローカル情報に対応する。アクセスノードでは、イーサ
ネットメッセージは、別のイーサネットメッセージ７１０ｂのユーザデータフィールド内
にカプセル化されている。イーサネットメッセージ７１０のＤＡとＳＡには、それぞれ、
アクセスエッジノードの仮想ＭＡＣアドレス、およびアクセスノードの仮想ＭＡＣアドレ
スが割り当てられる。一方、ＶＬＡＮタグフィールドは、アクセスドメイン入出力ユニッ
ト５２０において、このデータトラフィックのために使用される入出力ポートに関する情
報を含むために使用される。イーサネットメッセージ７１０ｂは、第１アクセスノードか
らアクセスエッジノードへ送信され、アクセスエッジノードで、イーサネットメッセージ
７１０ｃで描かれているように、受信者であるユーザドメインに接続を提供している第２
アクセスノードの仮想ＭＡＣアドレスに対応するように、目的アドレスを修正することに
よってリダイレクトされる。最後に、イーサネットメッセージ７１０ｃは、第２アクセス
ノードに転送され、第２アクセスノードで、イーサネットメッセージ７１０ｄを得るため
に、デトンネリングされ、受信者であるユーザドメインに転送される。
　ＶＬＡＮ情報の管理を容易にするために、使用することのできる選択肢は、アクセスノ
ードのポート識別に対するＶＬＡＮ値の属性である。例えば、アクセスノードのポート０
には、ＶＬＡＮ値４５５が使用され、ポート１にはＶＬＡＮ値４５６が使用される。
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【００４１】
　以上から分かるように、アクセスドメイン上でブリッジングを行うためのデータトラフ
ィックに対する変更は、アクセスノード１２０、アクセスネットワーク１３０、およびア
クセスエッジノード１６０に対してのみ可視的である。データトラフィックに対する変更
は、ユーザデバイス１１０に対しては透過的である。変更は、アクセスエッジノード１６
０によって作成されたサービスバンディングによって可能となり、アクセスノード１２０
においても、アクセスエッジノード１６０においても実施されることが可能である。アク
セスノード、およびアクセスエッジノードの両方に格納されたサービスバインディングは
、ブリッジングを可能とするためのデータトラフィックの変更を行うために要求される情
報を格納している。
【００４２】
　本発明の方法とノードに関するいくつかの好適な実施形態は添付図面に示され、前述の
詳細な記述で説明されているが、本発明は、記載された実施例およびプロトコルに限定さ
れず、特許請求の範囲に記載され定義された発明の技術的思考から離れない各種の変更や
修正や代替は可能であることを理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】ＩＰネットワークの従来技術例を示す説明図である。
【図２】本発明が組み込まれたネットワークを例示する概略図である。
【図３】本発明の開示に従うアクセスエッジノードの概略図である。
【図４ａ】本発明におけるサービスエージェント管理・制御ユニットの項目を例示した図
表である。
【図４ｂ】本発明の開示におけるサービスバインディングホスティングユニットの項目を
例示した図表である。
【図５】本発明の開示に従ったアクセスノードの概略図である。
【図６】本発明の開示に従ってレイヤー２ブリッジングを行う方法の簡略化されたフロー
チャートである。
【図７】本発明の開示に従うデータトラフィックのトンネリングに関してデータトラフィ
ックに加えられる変更を表現した図表である。
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【要約の続き】
グされ、第２ユーザドメインに転送される。本方法は、本発明を行うためのアクセスノード、およびアクセスエッジ
ノードも提供する。
【選択図】図６
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